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協会への交通案内

●東京メトロ千代田線・日比谷線／霞ヶ関駅C4番出口より直結
●東京メトロ丸の内線／霞ヶ関駅B2番出口より徒歩3分
●東京メトロ銀座線／虎ノ門駅9番出口より徒歩3分
●都営地下鉄三田線／内幸町駅A7番出口より徒歩3分
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先
日
、
町
内
会
の
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
た
。
前
回
参
加
し
た
の
は
何
年
前
だ
っ
た
ろ
う
？　

日
頃
、
セ
ミ
ナ
ー

で
定
年
前
の
方
々
に
、
「
こ
れ
か
ら
は
、
身
近
な
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
！
」
と
偉
そ
う
に
語
る
く
せ

に
、
自
分
は
と
ん
と
ご
無
沙
汰
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
妻
か
ら
「
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
た
ら
？
」
と
誘
わ
れ
た
か
ら

だ
。
武
蔵
野
の
雑
木
林
を
宅
地
に
開
墾
し
た
第
一
世
代
は
、
す
で
に
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
代
替
わ
り
で
一
軒
の

敷
地
に
三
軒
の
建
売
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
街
並
み
。
改
め
て
自
分
の
故
郷
や
住
人
の
変
化
に
気
付
い
た
。
多
数
の

若
い
住
人
の
参
加
で
30
分
程
度
の
作
業
で
終
了
。
普
段
と
は
違
う
目
線
で
故
郷
を
眺
め
ら
れ
、
残
さ
れ
た
雑
木
林

や
公
園
の
防
災
倉
庫
の
存
在
な
ど
も
再
確
認
。
こ
の
よ
う
な
機
会
も
な
か
な
か
良
い
も
の
だ
な
あ
と
思
え
た
。                                                                                        
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今
号
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
元
卓
球
選
手
の
水
谷
隼
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
夏
の
東
京
２
０
２
０

で
は
、
何
度
も
窮
地
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
も
逆
転
勝
利
を
お
さ
め
る
姿
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
卓
球
を
始
め
た
幼
い
頃
か
ら
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
勝
つ
た
め
の

試
行
錯
誤
、
苦
悩
さ
れ
て
き
た
日
々
を
知
れ
ば
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
出
演
さ
れ
て
い
る
水
谷
さ
ん
の
見
え
方
が

少
し
違
っ
て
き
そ
う
で
す
。　
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人生やライフプラン
を考える上でヒント
となる本をご紹介
します。人生のヒント

Vol.28

『フルライフ　
今日の仕事と10年先の目標と
100年の人生をつなぐ時間戦略』

石川 善樹 著
[ニューズピックス刊、2020年4月、1,980円]

　人生100年時代は働く期間も長期化する。
40年、50年と長く働く時代は個人でキャリ
アデザインを描いていかなければならない。
かと言って、仕事だけの人生ではつまらない。質の高い仕事をし
つつ、長い人生をより良く生きるには、どうすればいいのか？　著者
は本書の中でその方法を探っている。「時間の使い方に戦略をもつ
ことで、フルライフすなわち充実した人生を実現しよう」というの
がコンセプトだ。時間を、明確な目標に基づき役割や責任を果たす
「Doing（する）の時間」と、特に目標なく過ごす「Being（いる）
の時間」に分け、その重心をどこに置けば人生を充実させられるの
かを考えている。仕事におけるWell-DoingとWell-Beingの重心、
日常生活のWell-DoingとWell-Beingの重心、それぞれどこに置け
ば、人生を充実させられるのだろうかと。また、仕事において何か
大きなことを成し遂げるためには「ハードワーク期」「ブランディ
ング期」「アチーブメント期」の３つのフェーズがあるとし、それ
ぞれのフェーズでやるべきことを示している。例えば「ハードワー
ク期でどれだけ質の高い仕事を積み上げられるかは後の人生の伏線
となる。武器となる専門性を高めておくことが大事」など。とりわ
け、これからキャリアデザインを描いていくという20代、30代の方
に読んでほしい本である。　　　　　（執筆：ライター　更田沙良）


